
〔後期の土器〕 第4群土器（鉢形）
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〔後期の土器〕第4群土器－163

了 このものは、AK2Ⅲ出土の「十腰内I式」☆このものは、AK2Ⅲ出土の「十腰内I式」 、 「同Ⅱ式」の中間をなす一連の土器群

の一つである。

。 このものの器形は、鉢形土器で、平縁で肩部～口頚部は、内傾する器形である。この

ものは、大小破片12ケで出土したものを復原した。なお、 このものの底部は欠失してい

るため不明である。

・ 施文は、口縁が平縁であるが、口縁直下に1条の沈線文がめぐり、胴部上半にも2条

の沈線文が施文され、 この三者によって区画される口頚部には鋸歯状の沈線によって区

画される三角形の中に左下り （右下り）に斜向する沈線が10～12条施文されるものであ

る。胴部下半は無文で研磨されている。 （☆沈線と言うよりも刻文と表現する方が良い

と考えられる。 ）☆（このものも、類例を待って再考したい。 ）

・ 色調は、内面黒褐色、外面も黒褐色である。胎土・焼成とも最良で堅徹である。
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p・P･L24〔後期の土器〕第4群土器 164
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☆ (164 ･ 165)のうち(164)は甕形，

(165)は底部である。

☆ （166）は「重山形文」と垂下する「鋸

歯状文」がある。
169
§蕊識識

☆ (167 ･ 169 ･ 170)は、無文帯一施文

帯のパターンを認めるもので、 （168）は、

方形～菱形区画文か施文されるものである。

Oこれらの（164～170）は、施文例のサ

静

ンう．ルとして掲示した
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〔後期の土器〕第4群土器 P P・L25
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〔後期の土器〕第4群土器 PoP･L26
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〔後期の土器〕第4群土器 P・P・L27
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〔後期の土器〕第4群土器 P・P･L28
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〔後期の土器〕第4群土器 P・PoL29
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〔後期の土器〕第4群土器－228

☆ （228）は、AK1I出土の「十腰内I式」 「同Ⅱ式」の中間型式である甕形土器で

ある。

。 このものの器形は、不明であるが、 口頚部か外反し、肩部が丸味をもってふくらむも

ののようである。

・ 施文は、口頚部に、 「重山形文」 、肩部に垂下する「S字状文」が施文される。

・ 色調は、赤褐色である。 （内外とも）

①このものI乱、 口頚部の「菫山形文」と肩部の「S字文」との組み合わせがわかる資料

として示した。
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〔後期の土器〕第4群土器（壺形）
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〔後期の土器〕第4群土器－229

☆ （229）は、ANlb-B1 Ⅱ出土の、 「十腰内I式」 「同I式」の中間型式である

壺形土器である。

・ 器形は、 P･P･L22-162に示した壺形土器と同様の器形と思われる。

・ 施文は、無文帯の口頚部と施文帯に分かれており、 (162)と近似する施文のものら

しい。

・ 色調は、外面暗褐色、内面赤褐色を呈し、胎土・焼成は良い。
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〔後期の土器〕第4群土器 p・p｡L31
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⑧ここに示した(230～234)も第4群土器として掲示したが文様の組み合わせの好

例として掲けた。

。 このうち、 （232～234）のうち、 （232 ． 233）は、同一箇体で、一応第4群土器

としたが、さらに新しい可能性もある。 （234）は、施文パターンか「重菱形文」であ

る。

・ 色調は、外面暗褐色、内面黄褐色で、胎士・焼成は良い。
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P・P・L32〔後期の土器〕第4群土器（甕形）
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〔後期の土器〕第4群土器－235 ． 236

☆ （235 ． 236）は、AN1b-B1Ⅲ出土の「十腰内I式」 「同I式」の中間型式に

位置する大形甕形土器破片である。

・ 全体器形は不明だが、平縁で口頚部が外反し、肩部がふくらむものらしい。施文は、

「無文帯一施文帯一無文帯」というパターンと思われる。

・ 色調は、両者とも、内外ともに黄褐色を呈する。胎土には砂粒を含むが焼成は良い。
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〔後期の土器〕第4群土器 P・P・L33
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popoL34〔後期の土器〕第4群土器
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〔後期の土器〕第5群土器 p・p･L35
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〔後期の土器〕→286～298

☆ここに掲げたものは、第五群土器（十腰内I式）である。いずれも破片であるが、器

形は、甕～深鉢形のものと思われる。

☆この「十腰内I式」土器は、 （表I)に示したとおり第一次発掘調査から出土があっ

た。本年度の出土は少なく、掲示したもので全部である。

☆津軽半島西部では、何故かこの第五群土器の出土が少ない。
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p・p･L36〔晩期・後期の土器〕第6． 3群土器
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〔晩期・後期の土器〕第3 ． 6群土器300 ･ 299→（粗製）

☆ （299）はAK2Ⅲ出土の「大洞C1式」無頚壺形土器、 (300)はAKl Ⅲ出土の

「十腰内I式」鉢形土器である。

。 （299）は口縁が小波状を呈し、頚部は内傾し肩部が張る器形で底面はやや上げ底を

呈する。

･ (300)は、平縁で逆台形をなす器形で底面はやや上げ底である。

施文は、 （299）は胴部に2段単節L･R縄文が施文される。 (300)は細い3条の

沈線文が2段に波状を呈して施文される。

・ 色調は、 （299）が内外とも赤褐色、一部黒色を呈する。 (300)は内外とも赤褐色

を呈し、 （299 ． 300)とも胎土・焼成ともに良い。
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〔晩期の土器〕第6群土器
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〔晩期の土器〕第6群土器301 (粗製）

☆このものは、AK2Ⅲ出土の「大洞C1式」台付浅鉢形土器である。

。 このものの器形は、 口縁が連続する山型の小突起をもつもので、弱いふくらみをもつ

浅鉢部を有するもので、台部は末広がりのものである。

・ 施文はなく、無文のものであるが擦痕が認められる。

・ 色調は、内外とも明黄褐色、胎土・焼成とも良く堅徴である。
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P・P・L38〔晩期の土器〕第6群土器
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〔晩期の土器〕第6群土器－302 （粗製）

☆ （302）は、AK2Ⅲ出土の「大洞C1式」台付鉢形土器である。

・ 器形は、口頚部は外反し、肩部は丸味をもってふくらみ、胴部もまたふくらむ器形で

台部は欠失している。

・ 施文は、波状口縁に不規則な刻目があり、肩部には平行沈線文か3条と刻目文が施文

され、 さらにその下に1条の沈線文があり、胴部には、縦位と左下りの縄文か施文され

る。

・ 色調は、外面灰黒色、内面黄褐色一部灰黒色を呈する。胎土・焼成とも良い。
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P L39〔晩期の土器〕第6群土器
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〔晩期の土器〕第6群土器-303 (半精製）

☆この(303)は、ANlb-B1I出土の「大洞C1式」鉢形土器である。

。 このものは、口縁は小波状を呈し、 口頚部が強く内傾し肩部が張る器形のもので、底

面は平底である。

・ 施文は、 口頚部に刻目文と沈線文がめぐり、肩部下より底部へ縦位の単軸撚糸文が施

文されるものである。

・ 色調は、外面明黄褐色、内面上半黒色、下半黄褐色を呈し、胎土・焼成とも最良であ

る。
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p・p･L40〔晩期の土器〕第6群土器（鉢形）
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〔晩期の土器〕第6群土器－304 （粗製）

☆ (304)は、ANIb-B1I出土の「大洞Cl式」大形鉢形土器である。

． このものの器形は、口縁が小波状を呈し、 口頚部が外反し、肩部が丸味をもってふく

らむもので底面は上げ底を呈する。

・ 施文は、 口頚部に平行沈線文があり、 この頚部～肩部上には「大洞Cl式」の主文様

である「刻目文」が二段に施文される。また、胴部には、縄文が密に施文されるもので

ある。

・ 色調は、外面灰黒色（下半赤褐色） 、内面灰黒色を呈する。胎土・焼成は良い。
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〔晩期の土器〕第6群土器（鉢形）
①
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〔晩期の土器〕第6群土器-305 (粗製）

☆ (305)はANlb-B1I出土の「大洞C1式」鉢形土器である。

。 このものの器形は、 口縁には刻目を有し小波状をなす。口頚部は外反す＃

は上げ底を呈するものである。

・ 施文は、頚部に2条の沈線文をめぐらせ、肩部には2こ1対の粘土粒を‘

である。施文されている縄文は粗であるが、 0段多条のL・Rと思われる。

・ 色調は、外面灰赤褐色、内面上半黒色下半赤褐色を呈し、胎土・焼成や』

口頚部は外反する

胎土・焼成やや

もので底面

l対付すもの

不良なもの

である。
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p、p・L42〔晩期の土器〕第6群土器（鉢形）
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〔晩期の土器〕第6群土器－3()6 （粗製）

☆このものは、AK2Ⅱ出土の「大洞C1式」鉢形土器である。

・ 器形は、口縁に刻目を有し、肩部がわずかに張るもので、頚催器形は、口縁に刻目を有し、肩部がわずかに張るもので、頚部に2条の沈線文がめぐ

るものである。

肩部下には、左下がりの縄文（0段多条）が施文される。

色調は、外面黒褐色一部赤褐色、内面明燈色を呈し、胎土には細砂を含み、器表面が

ザラザラしているが、焼成は良い。
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〔晩期の土器〕第6群土器（鉢形）
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〔晩期の土器〕第6群土器-307 (粗製）

☆ （307）は、AK2Ⅲ出土の「大洞Cl式」鉢形土器である。

。 このものは、口頚部が外反し、肩部が丸味をもつ器形で底面は平底である。

・ 施文は、頚部に刻目文があり、肩部に2条の沈線文がめぐり、肩部下よりI

は縦走する撚糸文が施文されるものである。

・ 色調は、外面黒褐色一部灰黒色、内面上半黒色下半黄褐色を呈する。胎土

肩部下より底

胎土

部上まで

・焼成やや

不良である。
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p・p･L44〔晩期の土器〕第6群土器（鉢形）
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〔晩期の土器〕第6群土器 308 (粗製）

☆この（308）としたものは、AK2Ⅲ出土の「大洞C1式」鉢形土器である。

・ 器形は、口縁が小波状を呈し、胴中央がふくらみ、底部がやや上げ底を呈するもので

ある。

。 このものは、口縁下より底部直上まで、撚糸による押圧縄文が施文されるものであ

る。

・ 色調は、外面赤褐色一部黒色、内面灰黒色を呈し、胎土・焼成とも良く堅織なもので

ある。
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〔晩期の土器〕第6群土器
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〔晩期の土器〕第6群土器－309 （粗製）

☆ （309）は、AK2m出土の「大洞C1式」浅鉢形土器である。

。 この（309）は、器形が不整で、口縁が小波状を呈する。底面は不整な上げ底を呈す

る。 （手づくね成形）

・ 施文はなく、器表面、内面とも整形が悪いもので、凸凹がある。

・ 色調は、外面灰黒色一部黄土色、内面粘土貼付を認める。内面は黄褐色である。胎土

・焼成とも不良である。
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〔晩期の土器〕第6群土器 p・p・L46
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〔晩期の土器〕第6群土器 P・P･L47
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〔晩期の土器〕 （330～334）は精製土器、 （335～346）は粗製土器である。

･ (330)は、大洞BC式の可能性も否定できない。 (332)は注口土器片(330

331 ． 333 ． 334)は皿形、 (335～346)は、鉢形～深鉢形土器と思われる。

・ いすれも第6群とした「大洞Cl式」土器である。
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P・P・L48〔晩期の土器〕第6群土器
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〔晩期の土器〕第6群土器 L49P・P
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☆（390.393.401.4()2）

は精製・他は粗製土

器である。

・ 器形は、鉢～深鉢

形土器であろう。

I

40
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P・P・L50〔晩期の土器〕第6群土器
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〔晩期の土器〕第6 ． 9群土器 P・P・L51
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☆（422 ． 423）は、や氏大形の深鉢形

土器で粗製である。

両者は、第6群土器「大洞CI式」

である。

○ ○ C

第9群 424AK21

☆（424）は、第9群とした「大

洞A式」深鉢形粗製土器である

る。
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〔晩期の土器〕第7群土器（壺形） 425 427426
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〔晩期の土器〕第7群土器－425 ． 426 ． 427 （精製）

☆ここに掲げた（425～427）は、AK2Ⅲ、ANlb-B1I出土の「大洞C2式」

壺形土器である。

・ 器形は、 （425 . 426）は、この期の特徴を示す洋梨状をなすもので、 （427）は、

胴下位に最大幅をもつもので、やはりこの期の一タイプ．をなすものである。また底面は

（425 ． 427）は丸底、 （426）は上げ底をなすものである。

・ 施文は、沈線文がそれぞれ頚部～肩部、および胴部下に施文される。 （452）は底部

直上に施文される。

・ 色調は、 （425）は内外とも黒色、 （426）は内外とも灰黒色なるも朱ぬり痕を認め

る。 （427）は外面黒色、一部黄褐色、内面灰黒色を呈する。 3ことも胎土・焼成は良
1，

V’0
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〔晩期の土器］第7群土器（壺形） P・P・L53
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〔晩期の土器〕第7群土器－428 （精製）

☆ （428）は、AK2I出土の「大洞C2式」壺形土器である。

、 器形は､洋梨状を呈するもので､平縁のものであるが､現存約4・ 命形I訳、洋梨状を呈するもので、半縁のものであるが､現存約音弱のもので底部は不
明である。

、 施文は、 口縁直下に隆帯をめぐらし、肩部には、沈線文か1条めぐり、胴部は無文で

研磨されたものである。

・ 色調は、外面黒褐色、内面灰黒色を呈する。胎土・焼成とも最良である。
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〔晩期の土器〕第7群土器（壺形） p・p･L54
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〔晩期の土器〕第7群土器－429 （粗製）

☆このものは、AK2Ⅲ出土の「大洞C2式」壺形土器である。

・ 器形は、末広がりの頚部をもち、胴中央下に最大幅を有する器形で、やはりこの期の

一タイプ.と認められるものであろう。なお底面はわずかに上け底である。

・ 施文は、頚部、肩部に各1条の沈線文が施文されるが他は無文である。

・ 色調は、器内外とも灰褐色で、胎士・焼成とも良い。また－部に朱ぬり痕が認められ

る。
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〔晩期の土器〕第7群土器 p・P・L55
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5.4

〔晩期の土器〕第7群土器 430 ．431 (粗製）

☆ここに示した(430 ．431)は、それぞれAK2I､ANlb-Bl I出土の「大洞

C2式」壺形土器である。

・ 両者とも口縁は平縁で頚部はせまく胴部がふくらむ器形である。また底面は、 （430）

は上げ底． (431)は不整であるが一部剥離している。

、 色調は、 (430)は灰黒色、 (431)は灰白色を呈する。胎土．焼成は前者は悪く、

後者は最良である。
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〔晩期の土器〕第7群土器（壺形）
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〔晩期の土器〕第7群土器－432 （粗製）

☆ （432）は、AK2Ⅲ出土の「大洞C2式」壺形土器である。

・ 欠失しているため、 口縁は不明であるが、復原写真のようになると思われる。

すなわち、口頚部は外反し、口縁は肥厚するものであろう。肩部が張らず最大幅は、

ほぼ胴中央にある器形で底面は、わずかに上げ気味のものである。

・ 施文は、肩部に沈線文が1条、胴部には、 （)段多条のL・R縄文が左下がりに施文さ

れる。

・ 色調は、外面黄褐色、一部黒色、内面黄褐色を呈し、胎土・焼成は良い。
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〔晩期の土器〕第7群土器（大形壺）
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〔晩期の土器〕第7群土器－433 （粗製）

☆ （433）は、AK2Ⅲ出土の「大洞C2式」大形壺形土器である。

。 このものは、口頚部が直立に近く、肩部が張らず最大幅は中央よ’このものは、口頚部が直立に近く、肩部が張らず最大幅は中央より 上部にある器形で

底面は平底である。

施文は、肩部に1条の沈線文があり、胴部には縄文が密に施文されるものである。

色調は、外面灰褐色、内面黄褐色を呈し、胎土・焼成とも良い｡

己

●
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〔晩期の土器〕第7群土器（片口鉢、壺形）
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〔晩期の土器〕第7群土器－434 ． 435 ． 436 （粗製）

☆ （434 ． 435 ． 436）は、AK2 ・AN1b-BII出土の「大洞C2式」土器であ

る。なお（434）は片口付鉢形、 （435 ． 436）は小形壷である。

・ 器形は、 （434）は、口頚部が外反し肩部が張るこの期のノーマルな器形の鉢形に、

片口が付いたもので、 （435 ． 436）は、小形壷のそれぞれ一タイプ°をなす器形である。

すなわち、 （435）は長胴、 （436）は肩部の張る短い胴部をもつタイプ．である。

・ 施文は、 （434）は無文であるがケズリ状の整形痕がある。 （435）は、R･Lの縄

文があり、 （436）は横方向の整形痕があるが無文である。

・ 色調は、 （434）は灰黒色、 （435）は赤褐色、 （436）は赤褐色を呈する。胎土・

焼成は良いが、 （435）はやや悪い。
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〔晩期の土器〕第7 ． 8群土器（皿．壺形〕
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〔晩期の土器〕第7 ． 8群土器 437 ． 438 （精製）

☆ （437）は、AK2I出土の「大洞C2式」皿形土器、 (438)は、AK2 111出土の

「大洞C2-A式」→（仮称）壺形土器である。

。 （437）は、 2こl対の突起を4対付すもので平縁である。口頚部は、やや外反する

が眉部がふくらむ器形で丸底である｡

。 （438）は、第8群土器として分類したもので、器形は洋梨状を呈するもので底面は

平底である。

・ 色調は、 （437）は朱ぬり土器で外面灰黒色一部黄褐色、内面灰黒色を呈する｡（438）

は、やはり朱ぬり土器で、内・外とも灰赤色を呈する。両者とも胎土・焼成は最良であ

ある。
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P・P・L60〔晩期の土器〕第7群土器（皿形）
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〔晩期の土器〕第7群土器－439 （精製）

☆ （439）としたものは、AL1Ⅲ出土の「大洞C2式_|皿形土器である。

。 このものの器形は、 口頚部がゆるく外反し、肩部が張る器形で胴部は、丸味をもつも

ので底面は丸底のものである。

・ 施文は、頚部に3条の沈線文をめぐらせるもので、肩部下は無文研磨されたものであ

る。

・ 色調は、外面赤褐色、一部黒色、内面黒色、一部赤褐色を呈し、朱ぬり痕を認めるも

のである。胎士・焼成とも最良である。
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〔晩期の土器〕第7群土器（皿・台付鉢形） P・P・L61
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〔晩期の土器〕第7群土器－440 ． 441 （精製・粗製）

☆ （440）はAK2Ⅲ、 (441)はAKIM出土の皿形、台付鉢形土器で両者とも「大

洞C2式」土器である。

・ 器形は、 (440)は、平縁でわずかに肩部が張り気味のもので中形の皿としては浅い

器形である。 （441）は、口頚部が外反し肩部が張る器形で鉢としては、やや寸づまり

のものである。

・ 施文は、 （440）には太い沈線文があるが、胴部は無文で研磨されている。 （441）

は、頚部に2条の沈線があり、胴部下端にも1条めぐる。胴部には二段単節L、R縄文

が施文される。

。 色調は、 (440)は暗褐色を呈し、朱ぬり痕がある。 (441)は、鉢部黒色、台部赤

褐色を呈する。胎土・焼成は両者とも良い。
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〔晩期の土器〕第7群土器（台付壺） P L62P
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〔晩期の土器〕第7群土器－442 （精製）

☆ （442）は、AK2Ⅲ出土の「大洞C2式」台付壺形土器である。

。 器形は、 口頚部が欠失しているが、壺形土器に台部の付くものはI<ものは珍しいものである。

・ 施文は、肩部に1条の沈線文の他は無文であるが、器面は研磨され平滑面をなすもの

である。

・ 色調は、外面灰黒色を呈し、内面は灰褐色をなす。胎土・焼成とも最良なものである。

☆この土器を一応「大洞C2式」としたが類似を待って、さらに考えたい。
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〔晩期の土器〕第7群土器（台付鉢形）
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〔晩期の土器〕第7群土器－443 （粗製）

☆ （443）は、AK2Ⅲ出土の「大洞C2式」台付鉢形土器である。

。 このものの器形は、 口頚部が外反し、肩部が丸味をもってふくらiこのものの器形は、 口頚部が外反し、肩部が丸味をもってふくらむ器形で、鉢部が丸

味をもっている特徴がある。

施文は、 口頚部に4条の沈線文がめぐり、 2こl対の粘土粒が4対付くもので胴部に

は､単軸撚糸文(L{ f)が密に施文されるか台部は無文である。
色調は、外面黒褐色、内面黒色を呈し、煮沸痕がある。胎土・焼成とも良い。

●
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p・p・L64〔晩期の土器〕第7群士器（鉢形）
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〔晩期の土器〕第7群土器 444 （半精製）

☆ （444）はANlb BII出土の「大洞C2式」鉢形土器である。

。 このものの器形は、口縁が波状口縁で、 4この山型突起と、その中間に4この小突起

が付けられるものである。また、 口頚部が外反し、肩部が張る器形で底面は平底である。

・ 施文は、頚部に2条の沈線がめぐり、肩部には2こ1対の粘土粒が付けられ、胴部に

は、 L・R縄文が左下がりに斜行する。

・ 色調は、外面赤褐色一部黒色、内面赤褐色で煮沸痕を認める。胎土・焼成は良い。
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〔晩期の土器〕第7群土器（鉢形）

445
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〔晩期の土器〕第7群土器－445 （粗製）

☆ （445）は、AK2M出土の「大洞C2式」鉢形土器である。このものには、 1この

把手があったものらしいが欠失している。

・ 器形は、口縁が刻目をもち、小波状を呈する。頚部は外反し肩部が張るもので底面は

上げ底である。

・ 施文は、頚部に3条の沈線文があり、肩部のものは、粘土粒の間をめぐっているが粘

土粒は2こl対ずつ4対付くものらしいが欠失している。胴部には、単軸撚糸文が縦位

に施文される。

・ 色調は、外面上半赤褐色、下半黒色、内面上半黒色、下半赤褐色を呈する。胎士・焼

成はやや良い。
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〔晩期の土器〕第7群土器（鉢・皿形）

446
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〔晩期の土器〕第7群土器－446 ． 447 （粗製・精製）

☆ （446 ． 447）は、ANlb-B11､AK1 I出土の「大洞C2式」小形鉢形、碗

形土器である。

。 （446）の器形は、口縁が小波状を呈し、頚部が外反気味で、肩部もわずかに張る器

形である。底面もまた中央部が上げ底である。 （447）は、平縁で、口縁はやや不整で

あるが、分類は皿形としたが碗形に近い器形である。

・ 施文は、 （446）は、頚部に2条の沈線文があり、また底部直上にも1条の沈線文が

施文される。胴部には、単軸撚糸文がある。 （447）は、無文で器表面が平滑面をなし

ている。

・ 色調は、 （446）は内外とも褐色～黒色、 （447）は、内外とも灰黄褐色を呈し、胎

土。焼成は（446）はやや不良、 （447）は良い。
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〔晩期の土器〕第7群土器（鉢形） P・P・L67
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〔晩期の土器〕第7群土器448 （粗製）

☆ （448）は、AK2I出土の「大洞C2式」鉢形土器である。

。 このものの器形は、平縁で頚部は外反するもので肩部はやや張る器形である。

・ 施文は、頚部に2条の沈線文をめぐらせ、胴部には2段単節縄文が施文されている。

・ 色調は、内外とも黒色で、胎土・焼成は良好である。
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P・P・L68〔晩期の土器〕第7群土器（鉢形）
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〔晩期の土器〕第7群土器449 （粗製）

☆ （449）は、AL1Ⅲ出土の「大洞C2式」鉢形土器である。

。 このものの器形は、平縁で、口頚部は内傾する器形で、底面は平底を呈する。

・ 施文は、一部消えているが左下がりに斜行する縄文が施文されるものである。

・ 色調は、外面灰黄褐色、一部黒色、内面黄褐色を呈し、胎土、焼成ともやや悪い。
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〔晩期の土器〕第7群土器（深鉢形）
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〔晩期の土器〕第7群土器－450 （粗製）

☆ （450）は、AK2I出土の「大洞C2式」深鉢形土器である。

。 このものの器形は、 口頚部がわずかに内傾気味のもので、肩部が丸味のある器形で、

底面は上け底である。

・ 施文は、口縁直下より右下りのR・L縄文が施文されるものであるが、風化のためか、

部分的に観察される。

・ 色調は、黒褐色で、内面も同様であるが一部黄褐色を呈する。胎士・焼成ともやや悪

いもので、器表面はザラザラする。
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〔晩期の土器〕第7群土器（鉢形） p・P･L70
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〔晩期の土器〕第7群土器-451 (粗製）

☆ (451)は、AK2Ⅲ出土の「大洞C2式」深鉢形土器である。

。 このものの器形は、頚部がやや内傾するが、殆んど円筒形に近い器形のものである。

わずかに底部直上がしぼまり、底面は上げ底である。

・ 施文はなく、器表面に凹凸があって整形も粗末である。

・ 色調は、内外とも黄褐色を呈する。胎土・焼成はやや良い。
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〔晩期の土器〕第7群土器（鉢形）
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〔晩期の土器〕第7群土器－452 （粗製）

☆ （452）は、AK2Ⅲ出土の「大洞C2式」鉢形土器である。

． このものの器形は、 口頚部が外反し、肩部がやや張る器形で底面は上げ底を呈する。

・ 施文は、頚部に幅の広い無文帯をもち、胴部には、単軸撚糸文を施文するものである。

。 色調は、内外とも黒色を呈し、胎土・焼成とも最良のものである。
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〔晩期の土器〕第7群土器（片口付鉢形）
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〔晩期の土器〕第7群土器－453 （粗製）

☆ （453）は、AK2Ⅲ出土の「大洞C2式」片口付鉢形土器である。

・ 器形は、わずかに外反する頚部で、肩部の張りもゆるく平底である。

・ 頚部には幅の広い無文帯をもち、胴部には、二段単節縄文が左下りに応

である。

・ 色調は、内外とも黒色、一部灰褐色で、胎土・焼成とも良いものである。

二段単節縄文が左下りに施文されるもの
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〔晩期の土器〕第7群土器（鉢形）

454
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〔晩期の土器〕第7群土器－454 （粗製）

☆このものは、ANlb-B1 I出土の「大洞C2式」鉢形土器である。

・ 器形は、 口縁が平縁で、肩部の張らないもので、口頚部がやや内傾する器形である。

なお底面は、上げ底である。

・ 施文は、口縁上端が無文で、他の胴～底部直上までは条痕文が施文される。

・ 色調は、外面黄褐色一部黒色、内面上半黒色、下半黄褐色を呈する。胎土・焼成とも

に良い。
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〔晩期の土器〕第7群土器（鉢形）

455
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〔晩期の土器〕第7群土器－455 （粗製）

☆ （455）は、AN1b-B1I出土の「大洞C2式」鉢形土器である。

・ 器形は、平縁で口頚部が内傾し、肩部が丸味をもつ器形で、底面は平旧底面は平底をなすもので

ある。

・ 施文は、 （454）と同様、条痕文が施文されるが、前者に比べて条痕文が密でないの

が、 このものの特徴であろう。

・ 色調は、外面黄褐色、内面灰褐色で胎土・焼成とも良い。
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〔晩期の土器〕第7群土器（深鉢形）

456
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〔晩期の土器〕第7群土器－456 （粗製）

☆この（456）は、 「大洞C2式」深鉢形土器である。 (AN1b-Bl 1l出土）

。 このものの器形は、平縁で口頚部がわずかに内傾するが、肩部が張らず、やや“

みをもつ胴部から底部に至るもので、底面は平底である。

・ 施文は、 （454 ． 455）と同様、条痕文が施文されている。この条痕文が施文そ

ややふ

・ 施文は、 （454 ． 455）と|可様、条痕文が施文されている。この条痕文が施文さ

くら

れる

土器は、口縁直下が無文帯をなすのか共通する。

・ 色調は、外面灰黒色、内面上半灰黒色、下半黄褐色、胎土・焼成は良い。
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p･P・L76〔晩期の土器〕第7群土器（深鉢）

457
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〔晩期の土器〕第7群土器－457 （粗製）

☆ （457）は、AK2I出土の「大洞C2式」大型深鉢形土器である。

。 このものの器形は、平縁で、 口頚部がわずかに内傾気味のもので、肩部の張らないス

ンナリした器形のものである。

・ 施文は、口頚部に3条の平行沈線文があり、肩部下には左下りの斜行縄文が施文され

るものである。

・ 色調は、外面赤褐色、内面黄褐色を呈し、胎土・焼成とも良い。
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〔晩期の土器〕第7群土器（深鉢） P・P・L77
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〔晩期の土器」第7群土器－458 （粗製）

☆ （458）は、AK2Ⅲ出士の「大洞C2式」大形深鉢形土器である。

。 この土器の器形は、 口縁が平縁で、 口頚部はわずかに内傾気味のものである。

部は、わずかにふくらむ器形で、底面はやや上げ底気味のものと思われる。

また肩

・ 施文は、頚部に平行沈線文が3条、肩部下には、やや左下りの縄文が密に施文される

ものである。

・ 色調は、外面黒褐色、内面黄褐色を呈し、胎土・焼成とも良い。
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